
 

 

 
有
害
赤
潮
に
よ
る
養
殖
マ
グ
ロ
の
被
害
に
つ
い
て 

                
 

 
 

 

長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場 

環
境
養
殖
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー 

漁
場
環
境
科 

 

は
じ
め
に 

 
 

長
崎
県
の
平
成
２
５
年
の
マ
グ
ロ
養
殖
生
産
量
は

３
千
ト
ン(

生
産
額
は
９
０
億
円)

を
超
え
、
本
県
は
鹿

児
島
県
に
次
ぐ
全
国
第
２
位
の
生
産
県
と
な
っ
て
い

ま
す(

長
崎
県
マ
グ
ロ
養
殖
振
興
プ
ラ
ン)

。
と
こ
ろ

が
、
平
成
２
５
年
秋
季
に
有
害
赤
潮
に
よ
っ
て
養
殖
マ

グ
ロ
が
大
量
へ
い
死
し
、
１
億
５
千
万
円
の
漁
業
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
今
後
、
全
国
有
数
の
養
殖
マ
グ
ロ

の
生
産
地
と
し
て
の
地
位
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
有
害
赤
潮
に
よ
る
漁
業
被
害
対
策
を
マ
グ
ロ
養

殖
振
興
の
重
要
課
題
と
し
て
捉
え
、
被
害
を
防
止
・

軽
減
す
る
た
め
の
取
組
を
早
急
に
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

被
害
軽
減
た
め
の
取
組
と
し
て
は
、
過
去
の
有
害

赤
潮
に
よ
る
養
殖
マ
グ
ロ
の
被
害
状
況
の
把
握
、
原

因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
出
現
調
査
と
そ
の
動
態
、
消
長

予
測
法
お
よ
び
防
除
法
の
検
討
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。 

原
因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
マ
グ
ロ
被
害
内
容 

 

マ
グ
ロ
へ
い
死
の
原
因
と
な
っ
た
プ
ラ
ン
ク
ン
は
図
１

に
示
す
「
コ
ク
ロ
デ
ィ
ニ
ウ
ム 

ポ
リ
ク
リ
コ
イ
デ
ス
」
、

「
コ
ク
ロ
デ
ィ
ニ
ウ
ム 

ｓ
ｐ
・ 

笠
沙
型
」
、
「
カ
レ
ニ
ア 

ミ
キ
モ
ト
イ 

」
、
「
デ
ィ
ク
チ
オ
カ
藻
」
の
４
種
で
す
。 

こ
れ
ら
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
よ
る
被
害
の
状
況
を
表

１(

上
表)

に
示
し
ま
す
。
被
害
発
生
時
の
デ
ー
タ
の

な
い
コ
ク
ロ
デ
ィ
ニ
ウ
ム 

ポ
リ
ク
リ
コ
イ
デ
ス
を
除
く

３
種
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
知
見
で
養
殖
魚
類
に

被
害
を
与
え
る
と
さ
れ
る
細
胞
密
度
に
満
た
な
い
レ

ベ
ル(

被
害
が
発
生
す
る
細
胞
密
度
の
１
０
分
の
１
程
度)

で
マ
グ
ロ
の
へ
い
死
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
魚

病
の
発
生
が
疑
わ
れ
ず
、
溶
存
酸
素
等
の
環
境
条
件

に
も
異
常
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
マ
グ
ロ
の
へ

い
死
は
こ
れ
ら
有
害
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
よ
る
も
の
と
判

断
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
マ
グ
ロ
は
他
の
養
殖

魚
類
に
比
べ
て
、
有
害
赤
潮
に
対
す
る
耐
性
が
極
め

て
低
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
マ
グ
ロ
養
殖

漁
場
で
は
今
ま
で
以
上
に
漁
場
監
視
を
強
化
す
る

必
要
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

表1 長崎県における赤潮等による養殖マグロ漁業被害状況

年 時期 場所 被害内容 原因種
へい時

細胞密度
（細胞/ｍL）

被害を与えると
される細胞密度

（細胞/ｍL）

H17 8月 対馬 へい死 コクロディニウム　ポリクリコイデス
不明

（着色あり）
数千

H25 7-8月 伊万里湾 へい死 カレニア　ミキモトイ 326 数千

H25 9月 上五島 へい死 コクロディニウム　sp.　笠沙型 242 数千

H25 9月 五島 へい死 コクロディニウム　sp.　笠沙型 216 数千

H26 5月 上五島 へい死 ディクチオカ藻 45 数百

H26 7月 平戸 へい死 カレニア　ミキモトイ 433 数千

H25 9月
県北
五島

透明度低
下による
網スレ、
衝突死

不明
（珪藻類の増殖か）

不明 不明

こ
れ
と
は
別
に
、
表
１(

下
表)

、
平
成
２
５
年
９
月
中

旬
の
県
北
と
五
島
地
区
で
、
養
殖
場
の
中
層
域
で
の

透
明
度
低
下
に
よ
っ
て
マ
グ
ロ
が
網
ス
レ
や
衝
突
死
す

る
事
例
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
は
透
明
度



 

 

低
下
の
原
因
は
不
明
で
し
た
が
、
図
２
に
示
す
同
年

１
０
月
初
旬
の
五
島
地
区
の
マ
グ
ロ
養
殖
場
調

査
で
、
漁
場
の
中
層
域(

マ
グ
ロ
遊
泳
層)

で
の
透
明
度

低
下
が
珪
藻
赤
潮
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
９
月
中
旬
の
透
明
度
低

下
の
原
因
に
つ
い
て
は
珪
藻
類
の
増
殖
で
あ
っ
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。 

従
っ
て
、
今
後
、
マ
グ
ロ
養

殖
場
で
は
先
の
有
害
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
だ
け
で
な
く
、
珪

藻
類
も
へ
い
死
原
因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
位
置
づ
け
て
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
必
要
が
で
て
き
ま
し
た
。 

養
殖
現
場
で
の
赤
潮
対
策 

養
殖
魚
の
漁
業
被
害
を
減
ら
す
為
の
対
策
と
し

て
は
、
①
原
因
種
の
早
期
識
別
、
②
有
害
種
高
密
度

出
現
期
間
の
餌
止
め
、
③
赤
潮
か
ら
の
回
避(

筏
の

移
動
等)

な
ど
が
重
要
で
す(

詳
細
は
漁
連
だ
よ
り

N
O

.

２
３
０
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い)

。
こ
れ
ら
の
対
策

を
素
早
く
講
じ
る
た
め
に
は
、
図
３
に
示
す
よ
う
な

各
養
殖
漁
場
で
赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
自
主
監
視
体

制
を
整
備
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。
こ
の
よ
う
な
体

制
は
県
内
各
地
で
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
着
実

に
増
え
て
い
ま
す
。 

総
合
水
産
試
験
場
の
取
り
組
み 

現
在
、
総
合
水
産
試
験
場
で
は
、
養
殖
マ
グ
ロ
の

漁
業
被
害
軽
減
の
た
め
の
調
査
・
研
究
を
重
点
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
２
５
年
に
五
島
地
区
で
発
生
し

た
コ
ク
ロ
デ
ィ
ニ
ウ
ム
ｓ
ｐ
・ 

笠
沙
型
赤
潮
は
、
風
や
潮

流
に
よ
り
沖
か
ら
養
殖
漁
場
に
流
れ
込
ん
だ
も
の
が

高
密
度
化
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
わ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
こ
の
対
策
と
し
て
、
沖
合
域
で
の
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
調
査
を
実
施
し
、
早
期
に
出
現
を
把
握
す
る

こ
と
に
努

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た(

図

４)

。 

平
成
２
５
年
に
県
北
地
区
で
発
生
し
た
カ
レ
ニ
ア 

ミ
キ
モ
ト
イ
赤
潮
は
、
船
上
か
ら
の
目
視
で
は
赤
潮
の

着
色
が
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
１
０
ｍ
層
に
高
密



 

 

度
分
布
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た(

図
５)

。
こ

の
対
策
と
し
て
、
カ
レ
ニ
ア 

ミ
キ
モ
ト
イ
赤
潮
の

発
生
が
多
い
県
北
地
区
の
漁
場
で
重
点
的
に
鉛
直

的
分
布
を
詳
細
に
捉
え
る
機
器
を
用
い
た
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
毎
日
行
う
こ
と
は

表２　赤潮情報の発信基準［目安］
長崎県総合水産試験場　漁場環境科

平成26年8月29日

警戒 餌止めの励行、生簀移動
①プランクトンの動向に注意し、餌止めあるいは生簀移動の実行および準備

②淡水浴、薬浴、喰わせ込みを控える

増殖適水温（℃）

警戒を要する 注意を要する （最適水温）

＊C. antiqua, C. marina の情報発信基準は、魚類対象
＊H. circularisquama の情報発信基準は、貝類対象
＊マグロに関して、情報発信基準値（cells/mL）は1/10を乗ずるものとする。
＊珪藻類の増殖による透明度の低下がみられた場合には、給餌を控える。

＊Dictyocha 藻（Octactis octonaria、Vicicitus globosus ）

ヘテロカプサ　サ－キュラ－リスカ－マ
50 10 15～30（30）Heterocapsa circularisquama

 ディクチオカ
400 40 20～30（出現時）Dictyocha  藻

コックロディニウム　エスピー　 カササガタ
500 50 17～30（27～28）

Cochlodinium sp. type-Kasasa
ヘテロシグマ　アカシオ

10,000 1,000 15～30（15～25）Heterosigma akashiwo

  カレニア　ディジタータ
100 10 17～23（出現時）Karenia digitata

コックロディニウム　ポリクリコイデス
500 50 17～30（25～27.5）Cochlodinium polykrikoides

シャットネラ　オバ－タ
100 10 15～32.5（25～30）Chattonella ovata

カレニア　ミキモトイ
500 100 12.5～30（25）Karenia mikimotoi

20～32.5（25～30）Chattonella antiqua
シャットネラ　マリ－ナ

10 1 20～32.5（25～30）Chattonella marina

注意

赤潮プランクトン
情報発信基準値（cells/mL）

シャットネラ　アンティ－カ
10 1

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
隙
間
を
埋
め
る
た
め
の
対
策

と
し
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
漁
場
の
様
子
を
み
る
こ
と

が
で
き
る
テ
レ
メ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
日
々
変

化
す
る
漁
場
環
境(

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
量
、
水
温
、
塩
分
、

溶
存
酸
素
等)

を
監
視
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
の
設
置
に
は
予
算
的
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
重
要
と
な
る
の
が
先
に
述
べ
ま
し
た
各
漁
場
で
の

自
主
監
視
体
制
の
整
備(

図
３)

と
そ
の
活
用
で
す
。

漁
場
で
の
有
害
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
動
向(

細
胞
密
度
の

推
移)

が
把
握
で
き
れ
ば
、
表
２
に
示
す
よ
う
な
細
胞

密
度
に
応
じ
た
対
抗
措
置
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
自
主
監
視
に
よ
っ
て
、
珪
藻
類
の
増
加
や
透
明

度
の
変
化
を
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。 

お
わ
り
に 

今
回
は
、
養
殖
マ
グ
ロ
の
へ
い
死
対
策
に
焦
点
を
あ

て
た
取
組
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
は
養

殖
全
般
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
全
国

有
数
の
養
殖
魚
生
産
地
と
し
て
の
長
崎
県
の
地
位
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
各
地
域
の
貴
重
な
財
産

で
あ
る
養
殖
魚
を
守
る
た
め
に
地
域
の
関
係
者
が
連

携
し
、
一
体
感
を
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き

る
こ
と
を
実
行
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
そ
の
こ
と
が
漁
場
に
迫
っ
て
く
る
危
険
を
事
前
に

察
知
で
き
、
漁
業
被
害
を
抑
制
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経

営
の
安
定
維
持
に
必
ず
や
つ
な
が
る
も
の
と
強
く
信

じ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
顕
微
鏡
観
察
、
自
主

監
視
体
制
の
実
施
事
例
紹
介
な
ど
の
赤
潮
に
関
す

る
研
修
の
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
水

産
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
総
合
水
産
試
験

場
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い(

連
絡
先
は
漁
連
だ
よ
り

N
O

.

２
３
０
参
照)

。 

(

担
当 

山
砥 

稔
文) 


